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議案第11号

平成30年度留萌市水道事業会計予算
(総　則)

第1条　平成30年度脅萌市水道事業会計の予算は､次に定めるところによる｡

(業務の予定量)
第2条　業務の予定量は､次のとおりとする｡

(1)月　平均給水件数

(2)年　間　総　配　水　量

(3) 1日　平均配水量

(4)主な建設改良事業
○　配　水　管　網　整　備　事　業

○　配　水　施　設　整　備　事　業

○　幌糠地区上水道整備事業

10,261件

2,971,612 ITi

8,141 nf

延　　長　　　　696m

高区配水池耐震化工事　1式

沖見配水場場内整備工事1式
配水管布設延長　　　1,335 m

(収益的収入及び支出)
第3条　収益的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める｡

収　　　　　　　入

費　用

別　損　失

備　　費

593,909千円

553,947千円

39,962千円

573,261千円

486,236千円

78,025千円

5,000千円

4,000千円

(資本的収入及び支出)
第4条　資本的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める｡ (資本的収入額が資本

的支出額に対して不足する額227,366千円は､当年度分消費税及び地方消費税資本

的収支調整額17,181千円､当年度分損益勘定留保資金174,562千円及び減債積立金

取崩額35,623千円で補てんするものとする｡ )

収　　　　　　　　入

第1款　資 的　収　入

375

252,040千円

230,400千円

12,375千円

2,450千円

6,815千円

479,406千円

241,119千円

235,287千円

3,000千円
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(償務負担行為)
第5条　債務負担行為をすることのできる事項､期間及び限度額は､次のとおりと定める｡

事項 弍ｨｭB�限度額 

量水器取替補修工事材料 兌ﾙ�ﾃ3�D�7���[ﾙ�ﾃ3�D�7��21,738千円 

配水場管理業務委託料 兌ﾙ�ﾃ3�D�7���[ﾙ�ﾃ3�D�7��16,847千円 

(企業償)

第6条　起債の目的､限度額､起債の方法､利率及び償還の方法は､次のとおりと定める｡

起債の目的 侘�7逢｢�起債の方法 凉越b�償還の方法 

配水管網整備事業債 �3rﾃ����x冷�普通貸借 迭��X潔>���+ﾘ+�+Yy越b�ﾊ�+ﾈ+Y_ｸ��,X妤.�?ﾈ.ｨ.����ｾ�,�,(*"�,JIy越h,ﾂ�ﾊ�+ﾈ+X/��ﾗ8,�+ﾘﾎ8,��*�*(,H,ﾚB�9h･侈�+ﾈ+R�ﾎ8,ﾉy越b��政府資金においては､その融資条 件により､銀行その他の資金の場合に はその債権者との協定によるものとす る○ 

基幹施設整備更新 ���津����x冷�

事業債 劔ただし､企業財政の都合により据置 期間及び償還期限を変更し､若しく は､繰上償還又は､低利に借り換える ことができるものとする○ 

幌糠地区上水道 整備事業債 都Bﾃ#���x冷�

(一時借入金)

第7条　一時借入金の限度額は､300,000千円と定める｡

(予定支出の各項の経費の金額の流用)
第8条　予定支出額の各項の経費の金額を流用することができる場合は､次のとおりと

定める｡

(I)水道事業費用中､第2項営業外費用の消費税及び地方消費税の予定支出額

に不足が生じた場合､各項から流用することができる｡

(2)資本的支出の各項の予定支出額に不足が生じた場合､相互に流用することが

できる｡

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)
第9条　次に掲げる経費については､その経費の金額を､それ以外の経費の金額に流

用し､又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は､議会の議決を経な

ければならない｡

(1)職

(2)交

133,733千円

50千円

(他会計からの補助金)

第10条　水源開発対策等のため､一般会計からこの会計-補助を受ける金額は､

17,191千円である｡

(たな卸資産購入限度額)
第11条　たな卸資産の購入限度額は､ 19,762千円と定める｡
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平成30年2月6日提出

留萌市長　　高　橋　定　敏
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(注　記)

1　重要な会計方針に関する注記

地方公営企業会計基準を適用して､財務諸表等を作成している｡

(I)固定資産の減価償却の方法

イ　有形固定資産
･減価償却の方法　定額法による｡

･主な耐用年数

建物

構築物

機械及び装置

車両運搬具
工具､器具及び備品

口　無形固定資産
･減価償却の方法

･主な耐用年数

ダム使用権

ソフトウェア

7年～50年

4年～60年

5年～20年

3年～5年

3年～25年

定額法による｡

55年

5年

(2)たな卸資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産の評価については､先入先出法による低価法を採用している｡

(3)引当金の計上方法

イ　退職給付引当金

職員の退職手当o)支給に備えるため､当年度末における退職手当の期末要

支給額に相当する金額を計上している｡なお､一般会計との人事交流に係る職

員の退職金のうち､水道事業が負担すると見込まれる金額は､一般会計支出金

引当金に計上している｡
ロ　賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため､当年度末における支給

見込額に基づき､当年度の負担に属する額を計上している｡
-　法定福利費引当金

職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため､当年

度末における支給見込額に基づき､当年度の負担に属する額を計上している｡
ニ　貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため､一般債権については貸倒実績率により

貸倒懸念債権等特定の債権については､個別に回収可能性を検討し回収不能

見込額を計上している｡

(4)消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている｡

(5)予定キャッシュ･フローの作成方法

予定キャッシュ･フロー計算書は間接法で作成している｡
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2　　予定貸借対照表等関連に関する注記

(1)企業債の償還に係る他会計の負担

貸借対照表に計上されている企業債(当該年度末日の翌日から起算して1年以内

に償還予定のものも含む｡ )のうち､一般会計が負担すると見込まれる額は366,250千

円である｡

(2)引当金の取崩し

イ　賞与引当金の取崩し

当年度において期末及び勤勉手当を支給するため､賞与引当金6,379千円を

取り崩す予定である｡
ロ　法定福利費引当金の取崩し

当年度において賞与引当金を取り崩して支給する期末及び勤勉手当に係る

法定福利費を支出するため､法定福利費引当金1,218千円を取り崩す予定であ

る｡

-　貸倒引当金の取崩し

当年度において不納欠損による損失に充てるため､貸倒引当金3,500千円を

取り崩す予定である｡

3　リース契約により使用する固定資産に関する注記

(1)リース取引の処理方法

リース料総額が300万円未満のファイナンス･リース取引については､通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている｡
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平成30年度留萌市水道事業会計予算実施計画
収益的収入及び支出

収　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

款 俘��冒 冰ﾉ.逢｢�備考 

1.水道事業収益 �� 鉄�2ﾃ���� 

I.営業収益 ��553,947 ��

1.給水収益 鉄#Bﾃ都B� 

2.その他営業収益 �#づ都2� 

2.営業外収益 ��39,962 ��

1.他会計補助金 �"ﾃC��� 

2.他会計負担金 ��Bﾃss"� 

3.長期前受金戻入 �#�ﾃ3C�� 

4.雑収益 ��ﾃC3�� 

支　　　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

款 俘��冒 冰ﾉ.逢｢�備考 

1.水道事業費用 �� 鉄s2ﾃ#c�� 

1.営業費用 ��486,236 ��

1.取水及び浄水費 �32ﾃssb� 

2.配水及び給水費 ���2ﾃ3#b� 

3.業務費 ��津s��� 

4.総係費 唐ﾃ3ィ� 

5.職員給与費 ���づ涛b� 

6.減価償却費 ��釘ﾃC��� 

7.資産減耗費 ��ﾃC�"� 

8.その他営業費用 澱ﾃ�C2� 

2.営業外費用 ��78,025 ��

1.支払利息 田bﾃ#cR� 

2.消費税及び地方消費税 ���ﾃsc�� 

3.雑支出 ��ﾃ���� 

3.特別損失 ��5,000 ��

1,その他特別損失 迭ﾃ���� 

4.予備費 ��4,000 ��

I.予備費 釘ﾃ���� 
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資本的収入及び支出
収入(単位‥千円) 

款 俘��冒 冰ﾉ.逢｢�備考 

1.資本的収入 �� �#S"ﾃ�C�� 

1.企業債 ��230,400 ��

1.企業債 �#3�ﾃC��� 

2.他会計出資金 ��12,375 ��

1.他会計出資金 ��"ﾃ3sR� 

3.他会計負担金 ��2,450 ��

1.他会計負担金 �"ﾃCS�� 

4.国庫補助金 ��6,815 ��

1.国庫補助金 澱ﾃ��R� 

支出(単位‥千円) 

款 俘��冒 冰ﾉ.逢｢�備考 

1.資本的支出 �� 鼎s津C�b� 

1.建設改良費 ��241,119 ��

1.施設整備費 �#3rﾃ3�2� 

2.資産購入費 �2ﾃs3b� 

2.企業債償還金 ��235,287 ��

I.企業債償還金 �#3Rﾃ#ビ� 

3.予備費 ��3,000 ��

1.予備費 �2ﾃ���� 
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平成30年度留萌市水道事業会計予定キャッシュ･フロー計算書
(平成31年3月　31日)

(単位:千円)

(1)業務活動によるキャッシュ･フロー

当年度純損益

減価償却費

固定資産除却費

長期前受金戻入額

引当金の増減額

未収金の増減額

未払金の増減額

たな卸資産の増減額

その他流動資産の増減額

その他流動負債の増減額

(△は減少)

(△は増加)

(△は減少)

(△は増加)

(△は増加)

(△は減少)

受取利息及び配当金

支払利息

小　　計

受取利息及び配当金

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ･フロー

(2)投資活動によるキャッシュ･フロー

有形固定資産の取得による支出

有形固定資産の売却による収入

補助金等による収入
一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ･フロー

(3)財務活動によるキャッシュ･フロー

一時借入による収入

一時借入金の返済による支出

建設改良等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良等の財源に充てるための企業債の償還による支出

他会計からの出資による収入

財務活動によるキャッシュ･フロー
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給　与　費　明　細　書

(単位:千円)

1.総　　括

区分 剞E員数 刹距^費 劔剿@定 福利費 俘xﾇb�特別職 (人) �ｩLｩ�R���ﾂ��報酬 从ｹ{��賃金 偃�9b�一般会計 支出金 偬��

本 午 度 ���hｪ�.��迚]��X蹴�(-)8 窒ﾒ��2�18,491 鼎津��b�0 �3�ﾃ�#R�6,143 ���RﾃSsR�19,585 ��#Rﾃ�c��

資本勘定 支弁職員 窒ﾒ薬�(-)2 ���4,467 ���2,663 ���7,130 白ﾃCC2�8,573 

合計 窒ﾒ唐�(-)15 ��づC���54,283 ���33,788 澱ﾃ�C2�112,705 �#�ﾃ�#��133,733 

前 午 痩 ���hｪ�.��迚]��X蹴�(-)9 窒ﾒ��"�21,172 鼎2ﾃ�c��0 �#bﾃ�3B�9,444 涛津����17,219 ���rﾃ�3��

資本勘定 支弁職員 窒ﾒ薬�(-)3 ���10,663 ���6,423 ���17,086 �2ﾃS�"�20,588 

合計 窒ﾒ湯�(-)15 �#�ﾃ�s"�53,832 ���32,457 湯ﾃCCB�116,905 �#�ﾃs#��137,626 

比 較 ���hｪ�.��迚]��X蹴�(-)△1 窒ﾒ白�△2.681 澱ﾃcCr�0 迭ﾃ����△3,301 迭ﾃsSb�2,366 唐ﾃ�#"�

資本勘定 支弁職員 窒ﾒ薬�(-)△1 ���△6,196 ���△3,760 ���△9,956 ��#"ﾃ�S��△12,015 

合計 窒ﾒ��#��(-)o ��#"ﾃc���451 ���1,331 ��#2ﾃ3���△4,200 �3�r�△3､,893 

※短時間勤務職員数( )外書

(単位:千円) 

手当の 内訳 仞iZ｢�扶養 弍ｩib�勤勉 亂i~)&��管理職 倬隴H､��通勤 偖ｨｸ��退職 

手当 偃�9b�手当 偃�9b�手当 仂駝�詹9b�手当 偃�9b�手当 

本年度 ��ﾃS3��12,706 唐ﾃs唐�1,298 塔sb�4,134 鉄#��2,202 ��ﾃs#B�

前年度 ��ﾃ33"�12,609 唐ﾃ3���1,268 塔sb�4,105 鉄c��2,208 ��ﾆﾆ鳴�

比較 ��唐�97 鼎���30 ���29 ��#C��△6 田�2�
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2,給料及び手当の増減額の明細

(単位:千円)

区分 ��ﾘﾋ逢｢�増減事由別内訳 剞燒ｾ 儖Xﾖﾂ�

給料 鼎S��昇給に伴う増加分 田澱� ��

制度改正に伴う増 加分 ��#B�給料表改定に伴う増 ��

その他の増減分 ��#3c��会計問の異動等に伴う 増減 ��

職員 手当 白ﾃ33��昇給に伴う増加分 �3sb� ��

制度改正に伴う増 加分 田c��給料表改定に伴う増53 期末勤勉手当支給月617 数の改正による増 扶養手当改定に伴う増△9 減 倡虻ｸﾈ��CB�8ﾈ簽B紿ﾈ��

その他の増減分 �#釘�退職給付費の増613 会計間の異動等に伴う△319 増減 ��

3.給　料　及　び　手　当　の　状　況

(1)職員1人当たり給与

区分 剋末ｱ.技術 (企業職) 

平成30年1月1日現在 兌ﾘｼ�ｹ{�隗｢�竰�300,557 平均給与月額(円) �3#づ3#��

平均年齢(歳) 鼎"絣�

平成29年1月1日現在 兌ﾘｼ�ｹ{�隗｢�竰�312,725 平均給与月額(円) �3C"ﾃ3sR�

平均年齢(義) 鼎2�2�

(2)初　　任　　給

区分 舒仂i�R�竰�一般会計の制度 儖Xﾖﾂ�
行政職(円) 

高校卒 ��Crﾃ����147,loo ��

大学卒 ��s偵#���179,200 ��
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(3)級　別　職　員　数

区分 舒仂i�R�
級 ��X什�B��ﾂ��構成比(`%) 

平成30年1月1日 現在 ��ｸ��(-)I 窒ﾒ途���

2級 窒ﾒ�"�(-)14.3 

3級 窒ﾒ澱�(-)42.9 

4級 窒ﾒ�2�(-)21.5 

5級 窒ﾒ���(-)7.I 

6級 窒ﾒ���(-)7.I 

計 窒ﾒ��B�(-)100.0 

平成29年1月1日 現在 ��ｸ��(-)1 窒ﾒ唐�2�

2級 窒ﾒ���(-)8.3 

3級 窒ﾒ迭�(-)41.8 

4級 窒ﾒ�2�(-)25.0 

5級 窒ﾒ亦�(-)8.3 

6級 窒ﾒ���(-)8.3 

汁 窒ﾒ��"�(-)100.0 

※短時間勤務職員数( )外書

(級別の標準的な職務内容)

区分 舒仂i�R�

1級 �.闇�4�,鮎ik�/�ﾗ8*H皦駛Hｵｨ蹌�

2級 �<�,俘)7�,ﾉ&ﾘ�iH,ﾘﾆ��/�Tｹwh,h+x.仂ik�/�ﾗ8*H皦駛Hｵｨ蹌�

3級 佛y+zH皦ﾛ芥益D2�

4級 俑)>�,鮎ik�/��yﾘ+x.佛y+zH皦ﾛ�9��

5級 �ｹ+zH攣+y^(ﾛ*H皦ｫ)9��

6級 俑)>�,鮎ik�/��yﾘ+x.�ｹ+y9��

(4)昇　　　給

区分 劍ﾘxﾇb�企業職 儖Xﾖﾂ�

本 午 痩 ��X什�B��忠�ﾂ����R�15 ��昇給に係る職員数(B)(大) 冤l 免ﾂ� 

号俸数別内訳 �(ﾘi^竕�ﾂ��0 ��� 3号俸(人) ���0 ��

4号俸(人) 免ﾂ�ll ��

比率 嫡"梯��窒R��73.3 都2�2� 

職員数(A)(人) �15 ��R� 

前 年 痩 傴虻ｸ,佛x.��X什�B�"忠�ﾂ��免ﾂ�ll ��

号俸数別内訳 �(ﾘi^竕�ﾂ��0 ��� 3号俸(人) ���0 ��

4号俸(人) 免ﾂ�ll ��

比率 嫡"梯��窒R��73.3 都2�2� 
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(5)期末手当･勤勉手当

区分 倡虻ｸｯｩ¥ｨ辷ｸｹzb�倡虻ｹzhﾇb�以饂｢��職制上の段階､職務 の級等による加算措置 儖Xﾖﾂ�
6月(月分) ��(ﾈ竏ﾈ饂｢��

本年度 茶���sR�"��#R�(I.225)2.275 茶"�3��釘紊���有 ��

前年度 茶���S��"��sR�(1.200)2.225 茶"�#S�釘ﾃ3���有 ��

一般会計の制度 茶���sR�"��#R�(1.225)2.275 茶"�3��釘紊���有 ��

※再任用職員分( )外書

(6)定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

区分 �20年勤続 の者(月分) �#YD霈����,ﾈ�"以饂｢��35年勤続 の者(月分) 俐Xﾘ(ﾌ�7��以饂｢��その他の加算措置等 儖Xﾖﾂ�

支給 率等 �.吋��25.55625 �3B經�#R�47.709 鼎r縱���無 ��

勧奨 �#R經Sc#R�34.5825 鼎r縱���47.709 �.吋�����ｯｩ���Y<�~��ｹ'R�2ﾓCS釘ﾈ��蠅� 

-一般会計の制度 (支給率等) �25.55625 �3B經�#R�47.709 鼎r縱���同上 ��

(7)そ　の　他　の　手　当

区分 坪自Lｨ檍ﾇh,ﾉ�y7�,h,ﾈ甑:��

扶養手当 �:�+b�

住居手当 �:�+b�

通勤手当 �:�+b�

寒冷地手当 �:�+b�
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事項 侘�7逢｢�前年度末までの支払 義務発生(見込)額 剴槙Y年度以降の支払 義務発生予定額 剄ｶの財源内訳 

期間 仞�ｧ｢�期間 仞�ｧ｢�水道事業 収益 ���hｪ�.��z�ｸ��ｾ��

事務用機器賃借料 ��x冷��ﾃ��R�ｷ�-���N��Yzi9�,ﾂ�¥��,僵ｨ*I�ﾘｧｩZ｢�28-29 ��x冷��C��30--33 ��x冷�SS"�ｷ�-���N��Yzb�9�,ﾉ¥��,僵ｨ*B��ﾘｧｩZ｢�千円 552 及び消費税率 等の変更に伴う 増額分 ��x冷�

経営戦略等策定委託料 ��bﾃS#B�29 途ﾃ�#��30 途ﾃSc��7,560 辻�

コンビニ収納代行業務手 数料 釘ﾃ3ィ�ｷ�-���N��Yzi9�,ﾂ�¥��,僵ｨ*I�ﾘｧｩZ｢�29 辻�30-32 釘ﾃ3ィ�ｷ�-���N��Yzb�9�,ﾉ¥��,僵ｨ*B��ﾘｧｩZ｢�4,384 及び消費税率 等の変更に伴う 増額分 辻�

車両購入費 ��ﾃ#cr�29 辻�30 ��ﾃ#cr�- ��ﾃ#cr�

-388-



平成30年度留萌市水道事業予定貸借対照表
(平成　31年　3　月　31日)

1.固　　定　　資

(1)有　形　固　定　資

ィ.土

ロ.建 物　　　　186,177

減　価　償　却　累　計　額　　　　△66,904

-.構　　　　築　　　　物　　　　7,941,463

減　価　償　却　累　計　額　　△3,617,736

機　械　及　び　装　置　　　　755,617

減価　償　却　累　計　額　　　△525,165

ホ.車　両　運　搬　具　　　　　10,176

減　価　償　却　累　計　額　　　　△6,383

-.工具､器具及び備品　　　　　16,545

減　価償　却　累　計額　　　　△14,705

ト.建　設　仮　勘　定

有形固定資産合計

(2)無　形　固　定　資　産

ィ.ダ　ム　使　用　権

ロ.電　話　加　入　権

ハ.ソ　フ　ト　ウ　ェ　ア

無形固定資産合計

固　定　資　産　合　計

2.流　　　動

(1)現　　金

(2)未

4,847,817

558,583

25,950

119,273

4,323,727

230,452

3,793

1,840

142,782

(単位:千円)

5,406,400

358,337

5,764,737
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3.固

(I)企

イ･建設改良の財源に

充てるための企業債

ロ.災　害　復　旧　債

企　業　債　合　計

(2)引　　　　当　　　　金

ィ.退職　給　付　引　当　金

ロ.一般会計支出金引当金

引　　当　金　合　計

固　定　負　債　合　計

4.流　　動　　負　　債

(1)企　　　　業　　　　債

イ･建設改良の財源に

充てるための企業債

ロ.災　害　復　旧　債

企　業　債　合　計

(2)未　　　　払　　　　金

(3)賞　与　引　　当　金

(4)法定福利費引　当　金

(5)そ　の　他　流　動　負　債

流　動　負　債　合　計

5.繰　　延　　収　　益

(1)長　期　前　受　金

ィ.工事負担金長期前受金

収　益　化　累　計　額

ロ･受　贈財　産　評　価　額

長　期　前　受　金

収　益　化　累　計　額

ハ.補償金長期前受金

収　益　化　累　計　額

二.国庫補助金長期前受金

収　益　化　累　言i　額

ホ･他　会　計　負　担　金

長　期　前　受　金

収　益　化　累　計　額

長　期　前　受　金　合　計

繰　延　収　益　合　計

負　　債　　合　　計

3,041,423

103,171

3,144,594

341,792

債

200,766

△ 48,590

81,117

△ 24,457

ll,510

△218

319,935

△ 31,231

-390-

152,176

の 部負

債

債

負

業

定



資

6.資　　　　　本　　　　金

(1)自　　己　資　本　金

資　本　金　合　計

7.剰　　　　　余　　　　金

(1)資　本　剰　余　金

ィ.工　事　負　担　金

ロ.受　贈　財　産評　価　額

ハ.補　　　　償　　　　金

二.他　会　計　負　担　金

資　本　剰　余　金　合　計

(2)利　益　剰　余　金

ィ.減　債　積　立　金

ロ.建　設　改　良　積　立　金

ハ〟当年度未処分利益剰余金

利　益　剰　余　金　合　計

剰　余　金　合　計

資　　本　　合　　計

負　債　資　本　合　計

本 の
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平成29年度留萌市水道事業予定損益計算書
(平成29年4月1日～平成30年3月31日)

1,営　業　収　益

(1)給　水　収　益

(2)受　託　工事収　益

(3)その他営業収益

2.営　業　費　用

(1)取水及び浄水費

(2)配水及び給水費

(3)業　　　務　　　費

(4)総　　　係　　　費

(5)職　員　給　与　費

(6)減　価　償　却　費

(7)資　産　減　耗　費

(8)その他営業費用

営　業　利　益

3.営　業　外　収　益

(1)他会　計補助金

(2)他会　計　負　担金

(3)長期前受金戻入

(4)雑　　　収　　　益

4.営　業　外　費　用

(I)支　払　利　息

(2)雑　　　支　　　出

経　常　利　益

5.特　別　利　益

(1)その他特別利益

6.特　別　損　失

(1)その他特別損失

7.予　　　備　　　費

(1)予　　　備　　　費

当　年度純利益

前年度繰越利益剰余金

その他未処分利益剰余金変動額

当年度未処分利益剰余金

446

4,704　　　　　　　　　　4,704

3,704　　　　　　　　　　3,704
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平成29年度留萌市水道事業予定貸借対照表
(平　成　30　年　3　月　31日)

(単位:千円)

1.固

(1)有

ィ.土

ロ.建 186,177

減　価　償　却　累　計　額　　　　△63,478

-.構　　　　築　　　　物　　　　7,823,764

減　価　償　却　累　計　額　　△3,506,498

機　械　及　び　装　置　　　　　745,110

減　価　償　却　累　計　額　　　△501,333

ホ.車　両　運　搬　具　　　　　　8,968

減　価　償　却　累　計　額　　　　△7,878

-.工具､器具及び備品　　　　　16,545

減　価　償　却　累　計　額　　　　△14,010

ト.建　設　仮　勘　定

有形固定資産合計

(2)無　形　固　定　資　産

ィ.ダ　ム　使　用　権

ロ.電　話　加　入　権

ハ.ソ　フ　ト　ウ　ェ　ア

ニ.建　設　仮　勘　定

無形固定資産合計

固　定　資　産　合　計

2.流　　動　　　資

(1)現　　金　　預

(2)未　　　　収
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3.固　　　定

(I)企　　　　業

イ･建設改良の財源に

充てるための企業債

ロ.災　害　復　旧　債

企　業　債　合　計

(2)引　　　　当　　　　金

ィ.退　職　給　付　引　当　金

ロ.一般会計支出金引当金

引　当　金　合　計

固　定　負　債　合　計

4.流　　動　　負　　債

(1)企　　　　業　　　　債

イ･建設改良の財源に

充てるための企業債

ロ.災　害　復　旧　債

企　業　債　合　計

(2)未　　　　払　　　　金

(3)賞　与　引　　当　金

(4)法定福利費引　当　金

(5)そ　の　他　流　動　負　債

流　動　負　債　合　計

5.繰　　延　　　収　　益

(I)長　期　前　受　金

ィ.工事負担金長期前受金

収　益　化　累　計　額

ロ･受　贈財　産評　価額

長　期　前　受　金

収　益　化　累　計　額

ハ.補償金長期前受金

収　益　化　累　計　額

二.国庫補助金長期前受金

収　益　化　累　計　額

ホ･他　会　計　負　担　金

長　期　前　受　金

収　益　化　累　計　額

長　期　前　受　金　合　計

繰　延　収　益　合　計

負　　債　　合　　計

3,053,763

98,265

3,152,028

335,072

560,522

4,047,622

200,766

△ 39,404

81,117

△ 19,769

ll,510

0

313,120

△ 25,084
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資

6.資　　　　本　　　　金

(i)自　　己　資　本　金

資　本　金　合　計

7.剰　　　　余　　　　金

(1)資　本　剰　余　金

ィ.工　事　負　担　金

ロ.受　贈　財　産　評　価額

ハ.補　　　　償　　　　金

二.他　会　計　負　担　金

資　本　剰　余　金　合　計

(2)利　益　剰　余　金

ィ.減　債　積　立　金

ロ.建　設　改　良　積　立金

ハ.当年度未処分利益剰余金

利　益　剰　余　金　合　計

剰　余　金　合　計

資　　本　　合　　計

負　債　資　本　合　計

本 の
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平成　30年度　留　萌　市水　道　事　業
収　益　的　収　入

収　　　　入

款 劔gｹD�7疫ﾉ.逢｢�前年度予定額 儂Hｧ"�

項 

冒 

I.水道事業収益 剴S�2ﾃ����603,600 ��#津c���

1.営業収益 �553,947 鉄SbﾃCS��△2,512 

I.給水収益 鉄#Bﾃ都B�533,979 ��#津��R�

2.その他営業収益 �#づ都2�21,438 途ﾃS3R�

○受託工事収益 ���1,042 ��#�ﾃ�C"�

2.営業外収益 �39,962 鼎rﾃ�C��△7,179 

1.他会計補助金 �"ﾃC���4,227 ��#�ﾃ����

2.他会計負担金 ��Bﾃss"�16,857 ��#"��コ�

3.長期前受金戻入 �#�ﾃ3C��24,622 ��#2ﾃ#�"�

4.雑収益 白ﾃC3��1,435 ��#B�
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会　計　予　算　実　施　計　画　説　明　書

及　び　支　出

(単位:千円)
バーべ- 辰口 剞燒ｾ 

区分 冰ﾉ.逢｢�

1.水道料金 鉄#Bﾃ都B�家事用301,631 

営業用131,196 

団体用85,618 

臨時用1,670 

船舶用3,854 

その他1,005 

1.配水管等補修 負担金 ��ﾃ����配水管等補修負担金1,000 

2.他会計負担金 ���ﾃc�2�消火栓補修負担金570 

専用水道技術指導料負担金1,008 

兼務職員-一部負担金9,025 

3.手数料 ��ﾃ3s��簡易専用水道検査手数料498 

設計.材料審査手数料353 

工事検査手数料519 

4.下水道使用料 ��bﾃ����下水道使用料賦課徴収受託料16,000 

1.他会計補助金 �"ﾃC���水源開発対策補助金13 

経営戦略等策定事業補助金1,490 

児童手当補助金916 

1,他会計負担金 ��Bﾃss"�企業債償還利息負担金2,334 

水源開発対策負担金12,438 

I.長期前受金戻入 �#�ﾃ3C��工事負担金9,186 

受贈財産評価額4,688 

国庫補助金6,147 

他会計負担金1,101 

補償金218 

1.雑収益 ��ﾃC3��賠償金53 

水道庁舎貸付料1,230 

土地貸付料58 

その他雑収益90 
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支

款 劔gｹD�7疫ﾉ.逢｢�前年度予定額 儂Hｧ"�

項 

日 

1.水道事業費用 剴Ss2ﾃ#c��572,145 白ﾃ��b�

1.営業費用 �486,236 鼎s�ﾃC3R�14,801 

I.取水及び浄水費 �32ﾃssb�33,596 �����

2.配水及び給水費 ���2ﾃ3#b�105,148 ��#�ﾃ�#"�
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(単位:千円)

I+ 艮口 剞燒ｾ 

区分 冰ﾉ.逢｢�

1.被服費 �#r�被服費27 

2.備消品費 田#b�備消品費626 

3.燃料費 田sR�燃料費675 

4.通信運搬費 都b�通信運搬費76 

5.委託料 ��"ﾃ3CR�電気工作物保守点検委託料265 

計装計器保守点検委託料3,456 

消防用設備等保守点検委託科184 

機械設備保守点検委託科3,564 

浄化槽設備保守点検委託料68 

沈澱池.沈砂池.浄水池清掃業務委託料940 

水質検査業務委託料1,102 

天日乾燥床汚泥溶出試験業務委託料918 

天日乾燥床清掃業務委託料281 

浄水場除雪業務委託料1,469 

浄水場薬品貯蔵槽清掃業務委託料98 

6.手数料 ��s��手数料179 

7.賃借料 ��ッ�積算システム借上料186 

8.修繕費 �"ﾃS���取水導水施設等補修工事2,500 

9.動力費 �2ﾃ����電力料金3,900 

10.材料費 �3s��機械設備修繕工事材料378 

ll.薬品費 ��"ﾃsC��浄水用薬品費12,749 

12.保険料 ��#��保険料120 

13.雑費 ��R�NHK受信料15 

1.被服費 ��"�被服費12 

2.備消品費 鉄���備消品費500 

3.燃料費 鼎�r�燃料費407 

4.光熱水費 都c��光熱水費761 

5.通信運搬費 �#S"�通信運搬費252 

6.委託料 �3�ﾃs���電気工作物保守点検委託料108 

機械設備保守点検委託料169 

計装計器保守点検委託料2,527 

配水場管理業務委託料15,315 

水道管路情報システム更新業務委託料1,404 

水道管路情報システム保守点検委託料675 

配水池調査清掃業務委託料660 

上水道施設維持管理業務委託料1,863 

経営戦略等策定業務委託料7,560 

二次施設除雪業務委託料499 
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款 劔gｹD�7疫ﾉ.逢｢�前年度予定額 儂Hｧ"�

項 

日 

3.業務費 ��津s���20,556 ��#イr�

4.総係費 唐ﾃ3ィ�9,176 唏�#s�"�
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(単位:千円)

節 剞燒ｾ 

区分 冰ﾉ.逢｢�

7.手数料 ��S"�手数料152 

8,賃借料 鉄R�土地借上料40 

電柱共架料15 

車両借上料0 

9.修繕費 鼎Bﾃc�R�送.配水管等補修工事10,000 

量水器取替補修工事28,058 

給水管補修工事4,000 

消火栓補修工事496 

配水施設補修工事1,948 

修繕料103 

10.動力費 途ﾃ3c��電力料金7,368 

ll.材料費 ��づ#唐�量水器取替補修工事材料18,298 

12.保険料 ��#��保険料121 

13.雑費 ��R�NHK受信料15 

I.被服費 田��被服費60 

2.備消品費 �#3��備消品費238 

3.燃料費 ��3"�燃料費132 

4.印刷製本費 ��ﾃ�#��印刷製本費1,820 

5.通信運搬費 都C��通信運搬費741 

6.委託料 ���ﾃcCR�電算機保守委託料1,672 

検針業務等委託料8,607 

開閉栓業務委託料366 

7.手数料 �"ﾃS�r�手数料2,507 

8.修繕費 ��#B�修繕料124 

9.保険料 田2�保険料63 

10.貸倒引当金 繰入額 �2ﾃ3s��貸倒引当金繰入額3,379 

1.旅費 �#コ�普通旅費65 

研修旅費220 

2.備消品費 ��ﾃ����備消品費1,000 

3.燃料費 涛r�燃料費97 

4.印刷製本費 ��3B�印刷製本費134 

5.通信運搬費 �#ッ�通信運搬費286 

6.広告料 田B�広告料64 

7.委託料 鼎c��企業会計システム保守委託料461 

8.手数料 牝��手数料10 

9.賃借料 都�B�事務用機器賃借料179 

企業会計システム賃借料522 

その他賃借料3 

lO.修繕費 免��修繕料lOO 
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款 劔gｹD�7疫ﾉ.逢｢�前年度予定額 儂Hｧ"�

項 

目 

5.職員給与費 ���づ涛b�107,164 免ﾂﾃ�3"�

6.減価償却費 ��釘ﾃC���185,796 唐ﾃc釘�

7.資産減耗費 ��ﾃC�"�555 塔Sr�

-402-



(単位:千円)

節 剞燒ｾ 

区分 冰ﾉ.逢｢�

ll.負担金 釘ﾃ�3��各種会議負担金60 

日永協関係負担金144 

庁舎管理費用負担金105 

給与計算事務負担金1,496 

国有資産等所在市町村交付金12 

電波利用料21 

ダム負担金3,100 

12.保険料 ��C��保険料149 

13.報酬 塔��上下水道事業運営委員報酬81 

14.交際費 鉄��市長交際費50 

15.公租公課 �#R�自動車重量税等25 

I,報酬 ��づC���取水及び浄水部門(5人)12,509 

配水及び給水部門(1人)2,589 

料金賦課徴収部門(1人)I,644 

総係部門(1人)1,668 

2.給料 鼎津��b�取水及び浄水部門(2人)7,521 

配水及び給水部門(4人)16,738 

料金賦課徴収部門(3人)10,444 

総係部門(4人)15,113 

3.手当 �#2ﾃ��b�取水及び浄水部門(2人)3,879 

配水及び給水部門(.4人)7,608 

料金賦課徴収部門(3人)4,451 

総係部門(4人)7,078 

4.法定福利費 ��づ��R�取水及び浄水部門(7人)4,291 

配水及び給水部門(5人)5,636 

料金賦課徴収部門(4人)3,242 

総係部門(5人)4,936 

5.退職給付費 ��ﾃs#B�退職給付費1,724 

6.賞与引当金 繰入額 澱ﾃCCR�賞与引当金繰入額6,445 

7.法定福利費 引当金繰入額 ��ﾃC���法定福利費引当金繰入額1,480 

I.有形固定資産 ��cBﾃS�r�建物減価償却費3,426 

減価償却費 剄¥築物減価償却費136,405 

機械及び装置減価償却費23,832 

車両運搬具減価償却費149 

工具器具及び備品減価償却費695 

2,無形固定資産 �#津塔2�ダム使用権減価償却費11,585 

減価償却費 刄¥フトウエア減価償却費18,398 

I.固定資産除却費 白ﾃC�"�固定資産除却費1,412 
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款 劔gｹD�7疫ﾉ.逢｢�前年度予定額 儂Hｧ"�

項 

冒 

8.その他営業費用 澱ﾃ�C2�9,444 ��#2ﾃ3���

2.営業外費用 �78,025 涛�ﾃs���△13,685 

1.支払利息及び 企業債取扱諸費 田bﾃ#cR�74,456 ��#づ����

2.消費税及び 地方消費税 ���ﾃsc��16,254 ��#RﾃC釘�

3.雑支出 ��ﾃ����i,000 ���

3.特別損失 �5,000 迭ﾃ����0 

1.その他特別損失 迭ﾃ����5,000 ���

4.予備費 �4,000 釘ﾃ����0 

1.予備費 釘ﾃ����4,000 ���
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(単位:千円)

:ヘi十一 月日 剞燒ｾ 

区分 冰ﾉ.逢｢�

1.一般会計支出金 �"ﾃ田��兼務職員給与費一部支出金2,961 

2.一般会計支出金 引当金繰入額 �2ﾃ��"�一般会計支出金引当金繰入額3,182 

I.企業債利息 田bﾃ�cR�企業債利息66,165 

2.借入金利息 免��一時借入金利息100 

1.消費税及び 地方消費税 ���ﾃsc��消費税及び地方消費税10,760 

1.その他雑支出 白ﾃ����その他雑支出1,000 

1.その他特別損失 迭ﾃ����時間外勤務手当1,000 

災害応急仮工事4,000 
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本 収 入
収 入

款 劔gｹD�7疫ﾉ.逢｢�前年度予定額 儂Hｧ"�

項 

冒 

1.資本的収入 剴#S"ﾃ�C��170,307 塔�ﾃs32�

1.企業債 �230,400 ��3rﾃs���92,700 

I.企業債 �#3�ﾃC���137,700 涛"ﾃs���

2.他会計出資金 �12,375 ��bﾃc�r�△4,232 

1.他会計出資金 ��"ﾃ3sR�16,607 ��#Bﾃ#3"�

3.他会計負担金 �2,450 �"ﾃCS��0 

1.他会計負担金 �"ﾃCS��2,4501 ���

4.国庫補助金 �6,815 釘ﾃS���2,315 

1.国庫補助金 澱ﾃ��R�4,500 �"ﾃ3�R�

○工事負担金 �0 湯ﾃ�S��△9,050 

○工事負担金 ���9,050 ��#津�S��
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及　び　支　出
(単位:千円)

節 剞燒ｾ 

区分 冰ﾉ.逢｢�

I.企業債 �#3�ﾃC���配水管網整備事業債37,100 

基幹施設整備更新事業債119,loo 

幌糠地区上水道整備事業債74,200 

I.他会計出資金 ��"ﾃ3sR�水源開発対策費出資金198 

企業債元金出資金12,077 

幌糠地区上水道整備車業出資金lOO 

1.他会計負担金 �"ﾃCS��消火栓更新補償負担金2,450 

i.国庫補助金 澱ﾃ��R�生活基盤施設耐震化等補助金6,815 
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支

款 劔gｹD�7疫ﾉ.逢｢�前年度予定額 儂Hｧ"�

項 

冒 

1.資本的支出 剴Cs津C�b�417,188 田"ﾃ#���

1,建設改良費 �241,119 ����ﾃs#��50,391 

1.施設整備費 �#3rﾃ3�2�172,314 田Rﾃ�c��

2.資産購入費 �2ﾃs3b�18,414 ��#�Bﾃcs��

2.企業債償還金 �235,287 �##2ﾃCc��ll,827 

1.企業債償還金 �#3Rﾃ#ビ�223,460 免ﾂﾃ�#r�

3.予備費 �3,000 �2ﾃ����0 

I.予備費 �2ﾃ����3,000 ���
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出



(単位:千円)

パー,`｢ 艮口 剞燒ｾ 

区分 冰ﾉ.逢｢�

1.給料 釘ﾃCcr�施設部門(2人)4,467 

2.手当 �"ﾃcc2�施設部門(2人)2,663 

3.法定福利費 白ﾃCC2�施設部門(2人)1,443 

4,備消品費 �#�B�備消品費204 

5.燃料費 塔r�燃料費87 

6.委託料 ��2ﾃ����埋設物確認調査業務委託料1,000 

高区配水池工事施工監理業務委託料2,000 

幌糠地区上水道整備測量.実施設計業務委託料10,000 

7.賃借料 塔#��積算システム借上料821 

8.工事請負費 �#�BﾃS���配水管網整備工事35,000 

配水施設整備工事106,600 

浄水場設備更新工事2,400 

消火栓更新工事2,290 

二次施設更新工事8,300 

幌糠地区配水管整備工事60,000 

9.修繕費 都"�lli,Fi.善料72 

10.保険料 �3b�保険料36 

1.用地購入費 鉄c"�施設用地購入費562 

2.車両購入費 �2ﾃ�sB�上水道係車両1,907 

営業係車両1,267 

1.企業債償還金 �#3Rﾃ#ビ�企業債償還金235,287 
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